
霧雨に覆われた天ケ瀬森林公園、絵のように幻想的でした 

フォレスターうじ 会報 
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    第３１４号 

令和７年 

４月１日発行 

 

三
月
定
例
活
動 

鯉
の
ぼ
り
作
り
、
工
具
類
の
棚
卸
、
他 

活
動
日 

 

三
月
十
六
日
（
日
） 

雨 

活
動
時
間 

九
時
半
～
十
四
時 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 

会
員
十
一
名 

一
日
体
験
一
名 

 

 

天
気
予
報
通
り
、
朝
か
ら
雨
。
前
日
に
メ
ー
ル
に
て
会

長
か
ら
出
欠
確
認
を
し
た
が
、
雨
降
り
の
中
、
十
一
人
が

集
ま
っ
た
。
そ
し
て
先
月
参
加
し
て
く
れ
た
ジ
ャ
ス
ミ
ン

さ
ん
も
参
加
し
て
く
れ
た
。 

 

会
長
か
ら
、
野
外
の
活
動
を
減
ら
し
屋
根
の
あ
る
所
で

活
動
す
る
こ
と
を
中
心
に
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

宇
治
市
農
林
茶
業
課
と
の
話
し
合
い
で
、
令
和
七
年
度
は

森
林
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
交
え

て
検
討
を
す
る
こ
と
と
森
林
公
園
入
口
の
憩
の
広
場
の

枯
木
の
伐
倒
整
備
な
ど
を
行
な
う
と
い
う
報
告
が
あ
っ

た
。 

 

活
動
は
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ま
ず
久
保
田
会
員
を

リ
ー
ダ
ー
に
四
月
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
動
資
金
集
め
の
た

め
の
「
鯉
の
ぼ
り
」
の
制
作
、
次
に
岡
本
会
員
を
リ
ー
ダ

ー
に
工
具
類
の
棚
卸
、
そ
し
て
林
会
長
を
リ
ー
ダ
ー
に
丸

太
橋
用
の
資
材
集
め
を
行
な
っ
た
。 

 

「
鯉
の
ぼ
り
」
は
久
保
田
会
員
が
あ
ら
か
じ
め
五
匹
の

鯉
を
切
り
取
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
鯉
に
鱗
な
ど

の
布
を
貼
る
作
業
が
中
心
で
あ
る
。
特
に
目
玉
は
青
の
シ

ー
ル
に
金
・
赤
・
黒
と
貼
る
細
か
い
手
作
業
で
、
み
ん
な

の
集
中
力
に
び
っ
く
り
し
た
。
ち
ょ
っ
と
風
が
吹
い
た
だ

け
で
も
細
か
い
材
料
が
飛
ん
で
し
ま
い
、
作
業
し
た
会
員

の
皆
さ
ん
に
本
当
に
脱
帽
で
す
。
結
果
、
十
二
組
の
「
鯉

の
ぼ
り
」
が
で
き
あ
が
り
、
風
車
も
風
に
合
わ
せ
て
ぐ
る

ぐ
る
回
っ
て
い
た
。
既
に
売
約
済
み
も
出
た
よ
う
だ
。 

 

工
具
類
の
棚
卸
は
手
間
取
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
た
が
、
前
会
長
深
田
さ
ん
に
昨
年
作
成
し
て
も
ら 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

っ
た
棚
卸
表
が
段
取
り
良
く
素
晴
ら
し
い
表
な
の
で
、
段

取
り
良
く
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
が
進
ん
だ
。
た
だ
雨
降
り
の

た
め
、
狭
い
小
屋
の
中
で
員
数
を
数
え
る
だ
け
だ
っ
た
の

が
課
題
だ
っ
た
。
広
く
広
げ
て
工
具
の
欠
損
個
所
な
ど
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
日
頃
か
ら

工
具
を
点
検
す
る
活
動
も
大
事
だ
と
感
じ
た
。 

 

林
道
か
ら
モ
ミ
ジ
の
道
に
架
か
る
丸
太
橋
を
補
強
す

る
た
め
の
資
材
集
め
は
、
三
名
ほ
ど
で
行
な
っ
た
が
、
ほ

ぼ
必
要
数
の
丸
太
に
収
集
で
き
た
。 

 

活
動
を
終
了
す
る
こ
と
に
は
森
一
面
に
霧
雨
の
幻
想

的
な
風
景
。
森
林
公
園
で
活
動
し
て
い
る
と
そ
の
時
々
の

素
晴
ら
し
い
風
景
に
出
会
え
る
。
あ
り
が
た
い
。 

（
記 

木
曽 

宗
統
） 

ホームページ：https://forester.foresteruji.org 

 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
日
体
験 

 
 

 
 

い
つ
で
も
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す 

 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
森

林
保
全
活
動
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
か
ら
車

で
十
五
分
、
私
た
ち
市
民
の
森
林
公
園
で
す
。
ご
興
味
の

あ
る
方
は
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
い
い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。 

森林ボランティア フォレスターうじ 

3/16 みんなで一緒に「鯉のぼり」の制作に没頭中。 

3/16 

雨にも風にも負けず、 

手も動くけど口も動く、 

一生懸命作業中。 

この「鯉のぼり」は 

4/26 の宇治市植物公園

で絶賛発売します。 

お楽しみに！ 

https://forester.foresteruji.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨
時
活
動 

モ
ミ
ジ
の
道
の
除
伐
材
の
除
去
、
他 

活
動
日 

 

三
月
一
日
（
土
） 

晴 

活
動
時
間 
十
時
～
十
二
時 

活
動
場
所 
天
ケ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 

会
員
二
名 

 

 

モ
ミ
ジ
の
道
沿
い
に
放
置
し
て
い
た
除
伐
材
が
目
障
り
で
は

な
い
か
と
一
部
の
会
員
か
ら
指
摘
が
あ
り
、
上
田
、
新
宮
の
二

人
で
散
策
路
脇
に
除
去
す
る
作
業
を
行
な
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
林
道
か
ら
モ
ミ
ジ
の
道
に
架
か
る
橋
の
架
け
替
え

用
の
丸
太
を
集
め
て
い
つ
で
も
作
業
で
き
る
よ
う
準
備
整
理
を

し
た
。 

 

天
候
は
す
っ
か
り
春
の
陽
気
で
ち
ょ
っ
と
動
い
た
だ
け
で
汗

ば
ん
だ
。
帰
り
道
は
あ
る
か
か
り
木
な
ど
を
処
理
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
帰
っ
た
。 

（
記 

新
宮 

邦
春
） 

三
月
特
別
活
動 

 
 

太
陽
が
丘 

ど
ん
ぐ
り
苗
木
の
植
樹 

活
動
日 

 

三
月
二
日
（
日
） 

小
雨 

活
動
時
間 

九
時
三
十
分
～
十
二
時 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 

会
員
四
名 

 

ど
ん
ぐ
り
苗
木
持
参
者
一
名 

  

小
雨
の
中
、
参
加
者
は
小
林
、
久
保
田
、
木
曽
、
新
宮
の
四

名
で
あ
っ
た
。
伊
勢
田
町
の
小
川
さ
ん
が
二
鉢
苗
木
五
本
（
約

三
十
㎝
高
）
を
持
参
さ
れ
た
が
、
天
候
が
悪
か
っ
た
の
で
一
緒

に
植
樹
さ
れ
ず
に
我
々
に
預
け
て
早
々
に
帰
ら
れ
た
。 

 

今
回
の
植
樹
場
所
は
公
園
セ
ン
タ
ー
と
道
路
を
挟
ん
だ
前
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
広
場
か
ら
冒
険
の
森
へ
向
か
う
途
中
の
東
側
斜
面

で
あ
る
。
雨
な
ど
の
影
響
な
の
か
土
砂
が
流
れ
始
め
て
き
て
い

た
の
で
、
土
砂
流
出
防
止
の
意
味
も
あ
る
。 

前
も
っ
て
用
意
し
た
短
い
添
え
木
の
先
端
を
削
り
、
杭
と
し

て
斜
面
に
打
ち
込
み
、
四
ｍ
弱
の
添
え
木
二
本
を
番
線
で
縛
り
、

苗
木
棚
を
三
段
整
備
し
た
。
そ
こ
に
小
川
さ
ん
が
持
参
し
た
苗

木
を
含
め
約
三
十
本
植
樹
し
た
。 

そ
の
後
、
他
の
苗
木
（
約
十
五
㎝
高
）
は
昨
年
植
樹
し
た
フ

ァ
ミ
リ
ー
広
場
か
ら
遊
び
の
森
へ
の
ス
ロ
ー
プ
道
周
辺
に
何
本

か
を
植
樹
し
た
。
本
日
植
樹
で
き
な
か
っ
た
苗
木
は
後
日
小
林

会
員
が
植
え
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
市
民
ら
が
持
参
さ
れ
た
苗
木
は
約
三
十
本
、
小
林
会
員
が

持
参
さ
れ
た
苗
木
は
ト
チ
二
十
三
本
、
ア
ベ
マ
キ
八
十
六
本
、

ク
ヌ
ギ
六
十
五
本
等
、
合
計
約
二
百
本
で
あ
っ
た
。 

変
わ
り
や
す
い
天
候
で
あ
っ
た
た
め
、
午
後
か
ら
予
定
し
て

い
た
作
業
、
昨
年
植
樹
し
た
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
へ
の
防
鹿
ネ
ッ
ト

の
設
置
は
後
日
に
延
期
す
る
こ
と
と
し
た
。
お
昼
は
公
園
セ
ン

タ
ー
の
中
で
四
名
が
雑
談
を
し
な
が
ら
食
べ
た
。 

な
お
、
太
陽
が
丘
の
職
員
が
植
樹
現
場
を
検
分
し
て
く
れ
、

丁
寧
に
御
礼
を
述
べ
て
く
れ
た
。
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 
 
 

 
 
 

（
記 

新
宮 

邦
春
） 

今
後
の
活
動
の
案
内 

令
和
七
年
五
月
以
降
の
予
定
で
す
。 

 

五
月
定
例
活
動 

 
 

五
月
十
八
日
（
日
）
天
ケ
瀬
森
林
公
園 

・
天
ケ
瀬
森
林
公
園
の
森
林
整
備 

 
 

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
は
い
つ
で
も
会
員
募
集
中
。 

先
ず
は
一
日
体
験
か
ら
ど
う
ぞ
。
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

入 

会 

金 

千
円 

 

年 

会 

費 

二
千
円 

活 

動 

日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

編
集
後
記 

 

今
年
の
梅
は
開
花
時
期
が
い
つ
も
の
年
よ
り
一
ヶ
月
ほ
ど
遅
い
と
テ

レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
言
っ
て
い
た
。
今
年
は
梅
と
サ
ク
ラ
が
同
時
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
だ
。 

私
た
ち
は
日
々
の
生
活
の
中
で
、
花
が
咲
い
た
、
葉
が
繁
っ
た
、
枯
れ

た
と
必
ず
話
題
に
し
て
い
る
。
花
や
樹
木
は
も
は
や
私
た
ち
の
心
身
と
一

体
の
で
は
な
い
か
と
妄
想
し
て
い
る
。 

さ
て
、
今
月
号
が
私
の
会
報
担
当
の
最
終
号
と
な
る
。
平
成
十
一
年
一

月
の
試
作
編
か
ら
始
ま
り
、
坂
本
氏
、
菅
氏
、
河
原
氏
、
小
林
会
員
、
堺

氏
と
引
継
ぎ
六
人
目
が
私
で
あ
る
。
毎
月
発
行
で
試
作
編
＋
３
１
４
号
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
と
と
も
に
会
報
が
続
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 

（
会
報
担
当 

木
曽 

宗
統
） 

（
写
真
担
当 

岡
本 

浩
一
） 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ 

事
務
局 

（
来
月
か
ら
代
り
ま
す
） 

宇
治
市
折
居
台
二
丁
目
一―

五 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

木
曽 

宗
統 

方 

℡
〇
九
〇―

九
二
七
〇―

〇
七
六
三 

3/2  どん

ぐりの苗木

を約 30 本

植樹 

(写真 太陽

が丘職員) 

3/2 斜面に苗木

棚を三段整備 

(写真 新宮邦春) 


